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科目名 
 

言語学特殊講義 

対象学科・学年 
  文学部日文3回生  
   
   
  
  

担当者 
 

塩田 勝彦 

授業テーマ 
 社会言語学 
授業の概要と目標 
 言語学の基礎に基づき，社会と言語の関係を考える社会言語学を講義する。基本的には，日本語教師を目指す人が知っておか

なければならないような基礎的な知識の獲得を目指すが，時には具体的な事例を深く掘り下げることも予定している。 

評価方法 
 筆記試験と出席で評価する。 

テキスト 
 特に指定しない。必要に応じて印刷物を配布します。 

著者 
  

出版社 
  

参考書 
 テーマによって異なるので，そのつど教室で指示します。 

著者 
  

出版社 
  

授業スケジュール・内容 

 変更の可能性があります。 
１． 社会言語学とは 
２． 社会言語学の基礎概念，用語解説 
３． 言語変種１ － 地域方言 
４． 地域方言の音韻とアクセント 
５． 地域方言の語彙の分布パターン 
６． 言語変種２ － 社会方言 
７． ことばの男女差 
８． ことばの年齢差 
９． ことばの階層差，集団語 
１０．言語行動 － ことばの使い分け 
１１．言語変化 － ことばの「乱れ」と変化 
１２．言語接触と方言接触 
１３．多言語社会とことばをめぐる紛争 
１４．ピジンとクレオール１ － 概説 
１５．ピジンとクレオール２ － ナイジェリア・ピジンの例 
 

 


